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一

　
日
本
の
近
代
文
学
の
物
語
コ
ー
ド
を
「
立
身
出
世
型
」
と
「
反
立
身
出
世
型
」
と
に

区
別
し
た
の
は
前
田
愛
（
『
文
学
テ
ク
ス
ト
入
門
』
、
一
九
八
八
年
三
月
、
筑
摩
書
房
）
で

あ
る
が
、
そ
の
反
立
身
出
世
型
の
主
題
が
文
学
作
品
内
に
た
び
た
び
現
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
明
治
三
十
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。

「
さ
う
だ
！
真
の
幸
福
の
国
は
何
処
に
あ
る
。
」
自
分
は
起
て
、
深
き
思
に
沈
み

な
が
ら
、
其
処
ら
を
彼
方
此
方
と
歩
き
は
じ
め
た
。
恰
度
、
昨
日
の
朝
、
我
家
の
丘

で
歩
る
い
た
や
う
に
大
股
で
。

「
真
の
自
由
こ
そ
真
の
幸
福
で
は
な
い
か
。
真
の
自
由
は
我
が
如
き
心
に
多
少
の

準
備
あ
る
者
が
田
園
の
生
活
を
営
む
事
に
依
て
始
め
て
得
ら
る
〉
の
で
は
な
い
か
、

我
に
恒
産
が
あ
る
。
則
ち
衣
食
の
自
由
が
あ
る
。
我
に
は
読
書
の
嗜
好
が
あ
る
、

則
ち
心
霊
の
慰
籍
が
あ
る
。
我
に
は
此
自
然
が
あ
る
、
則
ち
心
と
体
の
牧
場
が
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
し
む
　
　
こ
の
た
ま
も
の

「
凡
て
此
等
の
者
は
天
が
自
分
に
与
へ
た
賜
物
で
あ
る
。
何
を
苦
で
此
賜
を
捨

て
、
自
か
ら
好
で
都
会
の
生
活
に
此
身
を
投
ず
る
の
だ
。
　
『
事
業
の
た
め
』
、
　
『
義

務
を
尽
さ
ん
が
為
め
』
、
　
『
国
利
民
福
の
為
め
』
、
　
『
人
類
の
為
め
』
、
な
る
ほ
ど

実
に
左
う
か
も
知
れ
な
い
。
希
く
は
以
て
自
か
ら
欺
く
勿
れ
で
あ
る
。
凡
て
此
種
の

美
名
を
以
て
爾
を
束
縛
す
る
勿
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
し
ん

「
自
分
は
果
し
て
少
の
束
縛
を
感
ぜ
ず
し
て
、
都
会
の
生
活
を
楽
で
居
る
か
。
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
イ

し
て
左
う
で
な
い
。
虚
栄
の
奴
隷
に
非
ず
ん
ば
、
奢
修
な
る
遊
戯
の
使
童
で
あ
る
。

只
だ
日
一
日
と
何
者
か
眼
前
三
尺
の
先
に
浮
動
す
る
処
の
金
色
体
を
逐
ひ
つ
s
生

活
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
少
も
落
着
い
て
、
傭
仰
し
て
、
此
天
地
の
生
を
受
用
す
る

暇
が
な
い
で
は
な
い
か
、
其
上
な
ら
ず
、
此
事
に
付
い
て
は
彼
人
、
彼
事
に
付
い
て

は
此
人
と
、
夫
れ
ぐ
競
争
す
べ
き
人
を
有
し
、
或
は
嫉
妬
し
、
或
は
羨
み
、
或
は

冷
笑
し
、
或
は
崇
拝
す
。
見
よ
、
す
べ
て
是
れ
奴
隷
の
心
情
の
狂
態
で
は
な
い
か
。

（
国
木
田
独
歩
「
帰
去
来
」
、
一
九
〇
一
［
明
治
三
四
］
年
五
月
、
　
『
新
小
説
』
）

一
九



初期『中学世界』における〈文学〉の再編成

　
立
身
出
世
を
夢
み
て
上
京
し
た
青
年
が
、
盲
目
的
な
功
名
心
に
突
き
動
か
さ
れ
た
幾

年
か
の
都
会
生
活
を
経
て
、
い
つ
し
か
「
虚
栄
の
奴
隷
」
と
化
し
て
い
る
自
分
に
は
た

と
気
付
き
、
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
名
誉
や
栄
達
な
ど
で
は
な
く
、
内
面
的
な
「
真

の
自
由
」
で
あ
る
と
い
う
境
地
に
至
り
、
都
会
以
外
の
地
に
自
分
の
居
場
所
を
求
め
る
。

こ
の
境
地
ま
で
に
至
る
閲
歴
と
、
都
会
を
離
れ
る
ま
で
の
煩
悶
・
葛
藤
と
、
新
た
に
得

た
理
想
を
実
際
に
つ
か
む
こ
と
の
困
難
と
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
主
た
る
モ
チ
ー
フ
と
・

な
る
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
　
「
都
会
か
ら
地
方
へ
」
　
「
立
身
出
世
か
ら
内
面
的
自
由
へ
」
と
い
う
脱

中
心
的
な
指
向
性
を
見
せ
る
「
反
立
身
出
世
型
」
と
い
う
主
題
は
、
宮
崎
湖
処
子
『
帰

郷
』
　
（
一
八
九
〇
［
明
治
二
三
］
年
六
月
、
民
友
社
）
の
成
功
や
、
政
治
青
年
と
し
て
の
理

想
に
破
れ
て
「
内
部
生
命
」
の
崇
高
を
説
く
に
至
っ
た
北
村
透
谷
（
「
内
部
生
命
論
」
、

一
八
九
三
［
明
治
二
六
］
年
五
月
、
『
文
学
界
』
）
の
人
生
そ
の
も
の
を
見
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
必
ず
し
も
新
し
い
も
の
で
は
な
い
（
明
治
三
五
年
前
後
に
は
、
煩
悶
青
年
が
帰
る
べ

き
理
想
郷
な
ど
存
在
し
な
い
の
だ
と
い
う
認
識
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
移
行
し
て
い
る
と
す
る
指

　
　
ザ摘

も
あ
る
）
。
た
だ
し
、
小
稿
が
明
治
三
十
年
代
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
こ
う
し
た
主
題

が
、
あ
る
突
出
し
た
個
性
の
な
せ
る
営
為
と
し
て
で
は
な
く
、
よ
り
一
般
的
で
、
か
つ

容
易
に
共
鳴
可
能
な
心
性
、
い
わ
ば
こ
の
時
代
の
主
た
る
主
題
と
し
て
表
出
さ
れ
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
そ

よ
う
な
段
階
が
、
こ
の
明
治
三
十
年
代
に
確
認
で
き
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本

稿
は
、
そ
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
『
中
学
世
界
』
　
（
一
八
九
八
年
九
月
～
一
九
三
〇
年
五
月
、

博
文
館
）
を
用
い
た
い
と
思
う
。
ど
う
し
て
こ
の
雑
誌
な
の
か
は
、
追
っ
て
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。

二
〇

さ
て
、
次
に
引
用
す
る
の
は
、
明
治
三
十
五
年
の

に
掲
載
さ
れ
た
　
中
学
生
の
投
書
文
で
あ
る
。

『
中
学
世
界
』
　
「
青
年
文
壇
」
欄

鳴
呼
自
分
は
、
な
ぜ
山
は
青
く
、
水
は
清
き
、
小
天
地
の
幽
遼
な
楽
土
を
捨
て
、
塵

．
の
都
会
に
来
て
、
斯
様
な
荒
浪
に
も
ま
れ
る
の
で
あ
ら
う
、
自
分
な
が
ら
其
の
判
断

に
、
苦
し
む
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
幼
な
ひ
時
の
こ
と
を
思
ひ
廻
し
て
見
れ
ば
、
弟
と

二
人
梅
咲
く
小
川
に
、
小
船
を
浮
か
べ
た
こ
と
や
、
心
地
よ
き
夕
風
に
挟
を
翻
し
て
、

友
と
二
人
蛍
を
追
つ
た
り
、
又
紙
の
帽
子
に
お
も
ち
や
の
鉄
砲
を
持
つ
て
、
兵
隊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
リ

真
似
を
し
た
こ
と
や
、
或
は
慈
愛
の
母
上
が
、
自
分
の
頭
を
撫
て
つ
s
ま
さ
き
く
あ

れ
と
、
お
s
せ
ら
れ
し
こ
と
や
ら
が
、
胸
に
交
々
と
浮
ん
で
き
て
、
ど
う
し
て
も
た

ま
ら
な
い
、
た
め
に
自
分
は
、
故
郷
へ
立
ち
帰
へ
ろ
う
と
思
ふ
た
こ
と
が
、
度
々
で

あ
つ
た
が
ま
だ
何
の
得
る
所
も
な
し
に
、
．
何
の
面
目
が
あ
つ
て
故
郷
へ
帰
り
、
父
母

や
友
人
に
見
え
る
こ
と
が
出
来
様
か
、
実
に
自
分
は
そ
れ
が
忍
び
ん
の
で
あ
る
、
為

に
自
分
は
心
を
取
り
な
を
し
て
、
唯
す
ら
忍
耐
の
二
字
を
守
り
、
幾
た
び
か
浮
世
の

荒
浪
と
戦
ふ
た
が
、
運
の
つ
き
か
刀
は
折
れ
、
矢
は
つ
き
て
、
征
衣
も
し
ど
う
に
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち

退
弦
に
谷
ま
つ
た
の
で
あ
る
、
此
に
於
て
自
分
は
、
も
う
詮
方
が
な
ひ
断
然
阯
を
呑

ん
で
帰
ろ
う
、
苦
学
を
し
て
立
派
な
人
と
な
つ
た
処
が
何
ん
だ
、
貴
い
官
位
に
昇
つ

た
所
が
何
ん
だ
、
富
貴
や
功
名
や
、
名
誉
や
、
ど
う
す
る
も
の
だ
、
つ
ま
る
所
は
北

郎
山
下
一
片
の
姻
と
化
す
の
み
だ
、
鳴
呼
自
分
は
、
け
が
れ
た
人
々
の
中
に
交
つ
て
、

同
じ
や
う
に
魔
道
を
歩
ひ
て
い
た
残
念
さ
口
惜
さ
。
　
（
田
内
壽
月
「
な
つ
か
し
き
故
郷
」
、

　　

縺
Z
二
［
明
治
三
五
］
年
六
月
、
『
中
学
世
界
』
五
ー
七
）
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ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
感
傷
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
盲
目
的
な
立
身
出
世

主
義
へ
の
没
入
の
反
省
が
促
し
た
「
内
面
の
発
見
」
は
、
や
が
て
、
明
治
三
十
年
代
末

の
国
木
田
独
歩
再
評
価
と
踵
を
接
す
る
自
然
主
義
文
学
の
成
立
と
流
行
（
こ
の
直
系
は
正

宗
白
鳥
で
あ
ろ
う
）
の
基
盤
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
夏
目
漱
石
が
描
く
高
等
遊
民
た

ち
、
ま
た
白
樺
派
の
若
者
た
ち
へ
と
連
な
る
水
脈
を
も
か
た
ど
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

　
こ
の
引
用
文
に
つ
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、

現
実
逃
避
、
無
限
な
も
の
へ
の
あ
こ
が
れ
、
内
面
感
情
の
優
位
性
と
い
っ
た
、
ロ
マ
ン

チ
シ
ズ
ム
の
典
型
的
な
要
素
を
兼
ね
揃
え
た
こ
う
し
た
傾
向
が
、
少
な
く
と
も
明
治
三

十
年
代
の
『
中
学
世
界
』
に
お
い
て
は
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
な
か
っ
た
こ

と
だ
。
こ
の
あ
と
確
認
す
る
よ
う
に
。
そ
れ
ら
は
「
厭
世
的
」
と
呼
ば
れ
、
　
「
個
人
主

義
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
、
個
人
の
感
情
や
欲
望
を
率
直
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

「
写
実
主
義
」
と
さ
え
呼
ば
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
レ
ッ
テ
ル
は
い
ず
れ
も
否

定
的
な
評
価
と
と
も
に
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
大
事
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
分

節
1
1
意
味
付
け
に
こ
そ
、
明
治
三
十
年
代
の
中
学
生
た
ち
に
お
け
る
〈
書
く
こ
と
〉
を

め
ぐ
る
情
況
が
色
濃
く
滲
み
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二

　
次
の
引
用
は
、
　
『
中
学
世
界
』
創
刊
号
（
一
八
九
八
［
明
治
三
一
］
年
九
月
）
の
投
書

欄
「
青
年
文
壇
」
の
、
記
念
す
べ
き
第
一
席
に
選
出
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。
あ
る
人
物

が
述
べ
た
と
い
う
「
惰
弱
は
人
の
本
性
な
り
」
と
い
う
主
張
に
対
す
る
反
駁
と
し
て
書

か
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
、
初
期
『
中
学
世
界
』
　
「
青
年
文
壇
」
欄
へ
の
投
書
が

備
え
て
い
る
特
徴
の
多
く
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
そ
れ
を
確
認
し
て
お

こ
う
。人

の
人
性
は
惰
弱
な
る
乎
、
将
た
勤
勉
な
る
乎
。
頃
日
或
論
者
、
説
を
為
し
て
日
く
。

勤
勉
は
限
有
り
、
惰
弱
は
限
な
し
、
他
よ
り
は
励
ま
す
な
り
、
己
よ
り
は
奮
ふ
な
り
。

何
も
の
か
附
加
す
る
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
人
は
勤
勉
な
る
能
は
ず
。
惰
弱
は
人
の

本
性
な
り
と
。
是
れ
果
し
て
真
理
な
る
や
否
や
、
請
ふ
予
輩
を
し
て
少
し
く
所
論
を

吐
か
し
め
よ
。

予
輩
は
思
ふ
、
此
断
案
に
於
て
、
論
者
の
見
地
は
、
人
間
を
或
意
識
あ
る
高
等
動
物

と
し
て
よ
り
は
、
寧
ろ
無
意
識
な
る
下
等
動
物
と
し
て
の
地
位
に
置
き
、
人
生
を
楽

天
的
と
し
て
観
た
る
よ
り
は
、
寧
ろ
厭
世
的
と
し
て
砂
見
し
た
る
も
の
、
畢
寛
霊
活

な
る
人
間
を
蔑
如
し
た
る
の
言
た
る
に
過
ぎ
ず
。
其
「
勤
勉
は
限
有
り
、
惰
弱
は
限

な
し
」
と
は
如
何
な
る
意
ぞ
。
顧
ふ
に
勤
勉
も
惰
弱
も
一
種
の
習
慣
的
勢
力
な
り
。

一
は
高
上
の
理
想
に
向
ひ
、
一
は
劣
等
の
肉
欲
に
向
ふ
、
共
に
反
対
の
勢
力
を
以
て

上
下
に
拡
大
す
。
而
し
て
此
勢
力
は
、
倶
に
制
限
あ
り
、
法
規
あ
り
、
一
定
の
範
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
ピ

内
を
超
脱
す
る
能
は
ず
、
何
と
な
れ
は
、
人
生
は
既
に
有
限
的
動
物
に
し
て
、
其

意
思
及
び
動
作
は
、
常
に
待
対
界
の
有
限
、
自
由
に
止
ま
り
、
一
歩
も
絶
対
界
の
無

限
、
自
由
に
踏
み
出
す
事
能
は
ず
。
是
に
於
て
、
勤
勉
も
惰
弱
も
、
倶
に
待
対
的
に

し
て
、
其
窮
極
点
に
至
ら
ば
、
個
人
身
体
の
廃
滅
と
相
一
致
す
、
豊
勤
勉
に
は
制
限

あ
り
て
、
惰
弱
に
は
無
制
限
な
る
の
理
あ
ら
ん
や
。
　
（
細
谷
蓉
峰
「
人
の
人
性
は
惰
弱

な
る
乎
、
将
た
勤
勉
な
る
乎
」
）

二
一
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’
初
期
『
中
学
世
界
』
　
「
青
年
文
壇
」
欄
へ
の
投
書
文
に
特
徴
的
な
傾
向
と
し
て
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ル
フ
ラ
ヘ
ル
プ

ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
①
『
学
問
の
す
s
め
』
『
西
国
立
志
編
』
的
な
、
自
己
規
律
化

の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
投
書
文
か
ら
の
次
の

引
用
か
ら
は
、
②
「
小
説
」
を
「
惰
弱
」
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
も
見
て
取
れ

る
は
ず
だ
。
③
漢
文
書
き
下
し
体
（
当
時
の
言
葉
で
は
「
普
通
文
」
「
今
体
文
」
）
で
綴
ら

れ
て
い
る
、
と
い
う
第
三
の
特
徴
と
と
も
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

哲
学
は
常
に
宇
宙
の
活
動
を
説
き
、
人
生
も
亦
た
其
進
歩
的
活
動
体
の
一
分
子
な
る

事
を
教
へ
、
其
進
歩
発
達
は
無
意
識
に
器
械
的
に
妄
信
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
必
ず

や
意
識
的
に
、
一
定
の
目
的
を
指
し
つ
s
、
高
上
に
向
て
活
動
し
、
吾
人
を
し
て
、

漸
次
霊
妙
な
る
神
的
美
域
に
近
づ
か
し
め
ん
と
欲
す
。
是
れ
現
今
多
数
の
学
者
の
等

し
く
許
す
処
な
り
。
是
に
於
て
乎
、
吾
人
の
本
性
は
、
此
原
理
に
伴
う
て
、
単
純
よ

り
複
雑
に
、
小
説
的
よ
り
数
理
的
に
、
従
て
惰
弱
的
よ
り
勤
勉
的
に
進
歩
せ
ざ
る
可

か
ら
ず
。
（
中
略
）
此
等
の
社
会
、
及
び
時
代
の
原
動
力
を
問
へ
ば
、
則
ち
個
人
の
精
・

神
と
形
体
と
に
帰
し
、
此
個
人
的
先
天
性
の
、
益
々
高
上
に
向
は
ん
と
す
る
理
想
を

有
す
る
は
、
旦
侠
汲
々
と
し
て
努
力
す
る
、
勤
勉
的
動
物
た
る
の
故
に
依
ら
ず
ん
ば

あ
ら
ず
。
是
れ
予
輩
の
主
観
的
に
、
人
の
本
性
は
勤
勉
な
り
と
論
断
す
る
所
以
な
り
。

（
「
人
の
人
性
は
惰
弱
な
る
乎
、
将
た
勤
勉
な
る
乎
」
）

　
で
は
先
に
挙
げ
た
①
～
③
の
三
つ
の
特
徴
の
う
ち
、
初
期
『
中
学
世
界
』
投
書
文

　
　
　
　
　
セ
ル
フ
ロ
ヘ
ル
プ

に
お
け
る
「
自
己
規
律
化
」
の
問
題
か
ら
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
・
隅

二
二

　
中
学
生
た
ち
の
投
書
に
見
ら
れ
る
「
勤
勉
／
惰
弱
」
と
い
う
二
項
対
立
、
そ
し
て
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
自
己
規
律
重
視
の
姿
勢
は
、
た
と
え
ば
、
『
西
国
立
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ク

編
』
の
「
何
等
ノ
芸
業
二
限
ラ
ズ
、
ソ
ノ
絶
妙
極
美
ノ
地
位
ハ
、
獺
惰
ナ
ル
人
ノ
能

達
ス
ル
所
二
非
ズ
、
人
ヲ
シ
テ
富
饒
ナ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
他
ナ
シ
、
勤
勉
ノ
手
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヅ
カ
ラ
タ
ス
ケ
　
　
ナ
ス

勤
勉
ノ
心
ノ
ミ
」
（
第
一
編
「
二
十
四
」
）
や
、
「
内
自
助
テ
為
ト
コ
ロ
ノ
事
ハ
、

　
　
　
　
　
　
フ
セ
グ

必
ズ
生
長
シ
テ
禦
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
勢
ア
リ
」
　
（
第
一
編
「
＝
）
と
い
っ
た
訴
え
に

合
致
す
る
も
の
だ
。
ま
た
、
学
者
の
役
割
の
重
要
性
を
説
く
く
だ
り
は
、
　
『
学
問
の

す
s
め
』
の
第
四
編
「
学
者
の
識
分
を
論
ず
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
も
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
ザ

　
ま
た
、
次
の
投
書
文
「
先
つ
　
一
身
の
為
に
計
れ
」
は
、
福
沢
諭
吉
の
こ
れ
ま
た

有
名
な
テ
ー
ゼ
「
一
身
独
立
し
て
、
一
国
独
立
す
る
こ
と
」
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
祖

述
し
た
よ
う
な
投
書
文
で
あ
る
。

国
家
は
一
己
人
よ
り
成
る
も
の
な
り
、
見
よ
見
よ
、
一
人
集
り
て
一
家
を
成
し
、

一
家
集
り
て
村
を
成
し
、
一
郡
を
成
し
、
遂
に
一
国
を
成
す
に
至
る
を
、
故
に
国

家
の
富
強
な
る
も
の
は
一
個
人
の
富
強
及
集
合
せ
る
も
の
な
り
、
一
個
人
の
利
益

は
則
国
家
の
利
益
な
り
、
彼
の
農
夫
が
孜
々
汲
々
と
し
て
、
春
蒔
秋
穫
に
従
事
す

る
所
以
の
も
の
は
、
即
ち
一
身
一
家
の
、
食
料
を
造
出
し
、
有
余
は
之
を
売
り
て

　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
リ

金
銭
を
得
ん
か
為
め
に
し
て
、
自
ら
利
す
る
こ
と
に
は
相
違
な
き
も
、
国
家
の

上
よ
り
之
を
観
れ
ば
、
彼
等
は
人
類
の
食
物
を
製
出
す
る
、
大
功
労
者
に
し
て
国

家
の
利
益
を
な
し
つ
s
あ
る
も
の
な
り
、
（
荘
田
権
三
「
先
つ
一
身
の
為
に
計
れ
」
、
一

八
九
九
［
明
治
三
二
］
年
六
月
、
『
中
学
世
界
』
二
⊥
二
）
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い
ま
、
「
一
身
独
立
し
て
、
一
国
独
立
す
る
こ
と
」
と
の
類
縁
性
に
つ
い
て
述
べ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ユ

が
、
井
上
哲
次
郎
『
勅
語
術
義
』
の
影
響
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
も
、
二
身
の
独
立
」
に
重
き
を
お
き
、
「
一
家
が
一
国
の
大
本
」
と
力
説

し
た
福
沢
に
対
し
、
先
の
引
用
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
「
国
家
の
利
益
」
へ

の
全
面
的
な
自
己
譲
渡
の
意
思
表
示
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　
『
勅
語
術
義
』
は
「
国
君
ノ
臣
民
二
於
ケ
ル
、
猶
ホ
父
母
ノ
子
孫
二
於
ケ
ル
如
シ
、

即
チ
一
国
ハ
一
家
ヲ
拡
充
セ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
と
説
い
た
。
家
内
で
親
の
言
う
こ
と

を
き
く
よ
う
に
、
国
内
で
「
臣
民
」
は
天
皇
の
言
う
こ
と
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
い
っ
ぽ
う
こ
の
投
書
家
は
、
「
一
個
人
の
利
益
は
則
国
家
の
利
益
な
り
」
と
書
い

て
い
る
。
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、
自
己
を
惜
し
み
な
く
国
家
に
譲
渡
す
る
、
と
い
う

わ
け
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
倒
錯
的
と
も
い
う
べ
き
身
振
り
は
虚
構
的
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
自
己
形
成
の
過
程
に
あ
る
は
ず
の
彼
ら
に
と
っ

て
、
こ
の
虚
構
化
は
そ
れ
ほ
ど
自
明
か
つ
容
易
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
自
己
譲
渡

の
欲
望
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
こ
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
「
一
個
人
の
利
益
は
則
国
家
の
利
益
な
り
」
と
記
述
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
投
書
家
は
、
複
雑
で
荘
漠
と
し
た
、
と
き
に
は
暴
力
的
で

さ
え
あ
る
「
国
家
」
を
、
単
純
化
・
透
明
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
一
身
を
惜
し
み
な
く
国
家
に
譲
渡
す
る
、
と
い
う
常
套
句
を
生
産
し
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
国
家
を
想
像
的
に
所
有
（
共
有
）
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
「
主

体
1
1
臣
」
と
な
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
傾
向
か
ら
は
、
『
中
学
世
界
』
の
投
書
家
た
ち

が
、
こ
れ
よ
り
も
ひ
と
時
代
前
の
投
書
雑
誌
『
穎
才
新
誌
』
の
投
書
家
た
ち
と
同
じ

よ
う
な
自
己
鍛
錬
を
、
〈
書
く
こ
と
〉
を
通
じ
て
行
な
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を

了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
家
へ
の
全
面
的
な
自
己
譲
渡
の
欲
望
が
こ
こ
に
も
見

出
せ
る
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
目
的
達
ス
レ
バ
富
貴
ト
ナ
リ
目
的
達
セ
ザ
レ
バ
貧
人
ト
ナ
ル
ハ
是
元
ヨ
リ
常
道

ナ
リ
抑
々
人
二
肝
要
ナ
ル
物
ハ
即
チ
各
人
ノ
目
的
ニ
シ
テ
其
目
的
二
自
然
高
上
ト

不
高
上
ノ
ニ
種
ア
リ
如
何
ナ
ル
名
門
貴
族
二
生
ズ
ル
人
タ
リ
ト
モ
幼
時
ヨ
リ
目
的

ヲ
不
高
上
ニ
シ
テ
怠
惰
ナ
レ
バ
老
歳
二
至
テ
貧
窮
不
測
ノ
困
苦
ヲ
生
ズ
レ
バ
遂
二

又
盗
賊
ノ
如
キ
悪
二
陥
入
ル
コ
ト
必
セ
リ
山
豆
二
実
二
戒
ム
可
キ
ニ
非
ズ
ヤ
然
リ
而

シ
テ
貧
家
二
生
ズ
ル
人
ト
錐
モ
少
時
ヨ
リ
目
的
ヲ
高
上
ニ
シ
テ
罷
励
セ
バ
老
年
二

至
テ
富
有
貴
顕
ノ
人
ト
ナ
ル
ヤ
実
二
疑
ヲ
容
レ
ザ
ル
所
ナ
リ
故
二
百
事
悉
ク
目
的

ヲ
高
上
ニ
シ
テ
膿
ハ
大
ナ
ラ
ズ
ン
バ
有
ル
可
ラ
ズ
徒
二
小
心
ヲ
以
テ
貧
家
二
陥
ヰ

ル
等
実
二
国
ノ
大
恥
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
依
テ
能
ク
勉
励
シ
テ
賢
人
ト
ナ
リ
以
テ
其
英
名

ヲ
宇
内
二
轟
カ
ス
ヤ
真
二
其
国
ノ
勲
功
ト
ナ
ル
可
シ
鳴
呼
勉
メ
ザ
ラ
ン
哉
（
野
中

粂
次
郎
「
目
的
ハ
高
上
ニ
ス
ベ
キ
説
」
、
一
八
七
九
［
明
治
一
二
］
年
二
月
二
二
日
、
『
頴

才
新
拙
堅
）

　
　
　
ハ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

　
前
田
愛
や
竹
内
洋
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
『
学
問
の
す
s
め
』
や
『
西

国
立
志
編
』
に
立
身
出
世
の
教
義
を
読
み
取
り
、
さ
ら
に
〈
書
く
こ
と
〉
を
通
じ
て

精
神
形
成
を
お
こ
な
う
よ
う
な
土
ハ
通
体
験
が
、
『
穎
才
新
誌
』
と
い
う
場
で
行
わ
れ
て

二
三



初期『中学世界』における〈文学〉の再編成

い
た
。
竹
内
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
「
穎
才
新
誌
」
の
作
文
は
少
し
読
め
ぱ
す
ぐ

わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
多
く
は
『
学
問
の
す
ン
め
』
や
学
制
序
文
あ
る
い
は
『
西
国

立
志
編
』
（
明
治
四
年
）
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。
影
響
を
う
け
た
と
い
う
よ

り
も
、
こ
れ
ら
の
言
説
の
コ
ピ
ー
と
い
っ
て
も
い
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
（
中

略
）
「
穎
才
新
誌
」
の
青
少
年
た
ち
は
、
『
学
問
の
す
s
め
』
や
『
西
国
立
志
編
一
に

よ
っ
て
野
心
を
大
い
に
加
熱
さ
れ
、
加
熱
さ
れ
た
野
心
を
「
穎
才
新
誌
」
の
作
文
に

託
し
た
。
さ
ら
に
雑
誌
の
メ
ガ
フ
ォ
ン
効
果
に
よ
っ
て
野
心
の
加
熱
が
拡
大
再
生
産

さ
れ
て
い
っ
た
」
。
立
身
出
世
の
エ
ト
ス
の
内
面
化
の
過
程
は
、
作
文
す
る
行
為
そ
の

も
の
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
作
文
」
は
、
自
然
主
義
以

降
の
作
文
で
重
ん
じ
ら
れ
た
よ
う
な
、
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
を
あ
り

の
ま
ま
文
章
に
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
作
文
と
は
様
相
を
異
に
し
、
『
穎
才
新
誌
』
や

各
種
作
文
書
に
掲
載
さ
れ
た
作
文
を
模
範
作
文
と
し
て
読
み
、
そ
こ
に
選
ば
れ
て
い

る
作
文
を
鏡
と
し
、
自
己
を
そ
れ
に
同
一
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
行
為
に
ほ
か
な
ら
な

い
の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
彼
ら
の
作
文
の
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
希
史
に
よ
る
詳
細
な

　
　
　
　
へ
　
り

考
察
も
あ
る
。
斎
藤
は
、
『
穎
才
新
誌
』
誌
上
に
お
け
る
紋
切
型
の
氾
濫
を
、
『
学

問
の
す
s
め
』
や
『
西
国
立
志
編
』
と
い
っ
た
起
源
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
『
鮮
雛
明
治
文
鑑
』
や
『
繁
習
文
軌
範
』
な
ど
の
普
通
文
（
今
体
文
）
に
よ
る

模
範
文
例
集
類
の
普
及
に
求
め
た
。
「
教
場
と
投
稿
雑
誌
と
作
文
書
と
の
間
で
数
多
の

作
文
が
往
復
し
、
作
例
を
増
や
し
、
題
目
を
揃
え
て
い
」
く
過
程
で
、
紋
切
型
の
文

体
と
立
身
出
世
の
言
説
と
が
切
り
離
し
が
た
く
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

二
四

れ
は
、
「
今
体
文
（
明
治
普
通
文
）
普
及
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
三

　
で
は
次
に
、
初
期
『
中
学
世
界
』
投
書
文
に
お
け
る
「
文
学
嫌
い
」
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
『
中
学
世
界
』
の
創
刊
号
の
「
青
年
文
壇
」
欄
に
は
、
次
の

よ
う
な
投
書
も
選
ば
れ
て
い
る
。

或
者
は
い
ふ
。
文
学
は
旺
溌
な
る
品
性
を
消
磨
せ
し
め
て
、
繊
弱
な
ら
し
め
、
凛

乎
た
る
気
慨
を
抑
へ
て
、
萎
靡
振
は
さ
ら
し
む
と
、
こ
れ
蓋
し
耽
溺
の
結
果
の
み
、

豊
に
文
学
其
物
の
罪
な
り
と
せ
ん
や
、
／
文
学
の
思
想
は
、
実
に
人
を
し
て
豪
壮

な
ら
し
め
、
俊
烈
な
ら
し
む
、
見
よ
徳
川
の
末
世
、
天
下
麻
の
如
く
乱
れ
、
挙
世

暗
弱
、
士
気
鎗
沈
、
志
士
を
し
て
、
榑
た
涙
に
咽
は
し
む
、
此
の
時
に
当
り
、
唾
．

手
一
番
、
起
て
人
物
時
代
の
大
題
目
を
謡
ひ
、
頑
夢
を
撹
破
し
、
士
気
を
鼓
吹
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
マ
マ
ザ

た
る
は
、
是
れ
豊
に
藤
湖
、
山
陽
の
輩
な
ら
す
や
、
周
室
衰
へ
て
、
諸
侯
相
争

ひ
、
天
下
紛
糾
、
亦
道
義
の
何
た
る
か
を
解
せ
さ
る
な
り
、
此
の
時
に
当
り
、
奮

然
厭
起
、
侃
々
道
義
を
説
き
、
社
会
の
木
鐸
と
な
り
人
世
を
導
き
た
る
は
、
是
れ

豊
に
孔
夫
子
な
ら
す
や
、
然
り
彼
等
は
実
に
豪
壮
な
る
気
慨
を
有
し
た
り
き
、
俊

烈
な
る
心
志
を
有
し
た
り
き
、
此
の
俊
烈
な
る
の
心
志
、
豪
壮
な
る
の
気
慨
是
れ

山
豆
に
文
学
思
想
の
賜
な
り
と
知
ら
す
や
、
観
し
去
り
、
観
し
来
れ
は
、
文
学
思
想

の
人
世
に
於
け
る
効
能
亦
大
な
り
と
い
ふ
べ
し
。
（
浅
香
四
有
三
「
文
学
思
想
」
、
一

八
九
八
［
明
治
三
一
］
年
九
月
、
『
中
学
世
界
』
一
⊥
）
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こ
こ
に
は
「
文
学
」
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
そ
の
効
能
が
、
声
高
に
語
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
「
文
学
」
が
「
人
を
し
て
豪
壮
な
ら
し
め
、
俊
烈
な
ら
し
む
」

も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
文
士
」
の
手
に
よ
る
小
説
や
風

流
詩
文
な
ど
は
そ
の
埼
外
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
「
そ
れ

世
事
紛
々
、
挙
世
暗
濁
、
百
事
世
と
違
ふ
、
則
ち
去
て
松
風
羅
月
に
吟
し
、
悶
を
遣

り
、
欝
を
慰
め
、
悠
々
と
し
て
超
然
世
外
に
屹
立
す
、
何
等
の
高
雅
そ
や
」
。

　
筆
者
の
立
場
は
明
瞭
で
あ
る
。
人
々
の
「
英
気
を
鼓
舞
し
」
、
「
奮
励
の
道
を
知
ら

し
む
」
人
物
だ
け
が
、
真
の
文
学
者
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
「
稗
官
小
説
ハ
、
人
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ガ
ス

戯
笑
二
供
シ
、
ソ
ノ
心
志
ヲ
蕩
散
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
教
養
ノ
事
ヲ
楊
コ
ト
、
コ

　
　
　
ハ
ナ
ハ
ダ
シ
キ

レ
ヨ
リ
　
甚
　
ハ
ナ
シ
」
と
い
う
『
西
国
立
志
編
』
（
第
十
一
編
二
十
四
「
稗
官
小
説
の

弊
」
）
の
、
経
世
済
民
的
な
立
場
と
通
じ
合
う
思
想
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

投
書
家
ら
の
「
文
学
嫌
い
」
は
、
「
今
世
二
、
カ
ク
ノ
如
キ
書
ヲ
著
ス
モ
ノ
ア
リ
テ
、

　
　
　
コ
ノ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ラ
バ

時
人
ノ
好
二
投
ゼ
ン
ト
欲
シ
［
卑
俗
ヲ
嫌
ズ
譜
諜
ヲ
避
ズ
、
人
倫
ノ
法
ヲ
破
リ
、

　
　
　
　
　
ア
ナ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ト
ヒ
ニ
ク
ム

上
帝
ノ
律
ヲ
慢
ル
コ
ト
、
真
二
厭
悪
ベ
キ
ナ
リ
」
（
同
）
と
い
う
と
き
の
「
厭
悪
」

と
合
致
す
る
。
「
人
倫
ノ
法
」
「
上
帝
ノ
律
」
へ
の
絶
え
ざ
る
配
慮
が
、
文
学
無
用
論

を
叫
ば
せ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ザ

　
柳
田
泉
の
整
理
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
漢
文
学
・
西
洋
実
学
・
風
流
詩
文
か

ら
な
る
「
上
の
文
学
」
と
、
戯
作
・
戯
曲
・
俳
譜
・
随
筆
・
雑
録
な
ど
か
ら
な
る
「
下

の
文
学
」
と
い
う
近
世
以
来
の
対
立
構
図
は
、
明
治
の
世
に
な
り
、
そ
の
実
学
的
傾

向
に
よ
っ
て
「
上
の
文
学
」
か
ら
風
流
詩
文
が
排
除
さ
れ
つ
つ
変
形
し
て
ゆ
く
。
耳

を
傾
け
て
お
く
べ
き
な
の
は
、
「
も
と
も
と
、
詩
文
は
浮
文
遊
詞
と
は
い
っ
て
も
、
本

来
か
ら
い
え
ば
、
詩
教
を
も
と
と
し
た
も
の
で
、
実
学
と
は
無
縁
で
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
詩
文
の
排
除
、
そ
れ
は
「
名
目
は
実
学
奨
励
で
あ
る
が
、
実

は
封
建
組
織
、
武
家
制
度
に
邪
魔
な
学
問
の
自
由
討
究
の
禁
止
」
で
あ
り
、
一
方
で

は
「
同
じ
詩
文
で
も
言
志
と
誠
喩
の
諸
作
は
、
本
来
文
学
理
想
の
元
祖
で
あ
る
詩
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
許
さ
れ
た
」
。
文
学
無
用
と
文
学
有
用
と

の
間
の
境
界
線
の
引
き
直
し
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
時
間
的
に
や
や
隔
た
り
は
あ
る
も
の
の
、
創
刊
間
も
な
い
『
中
学
世
界
』
誌
上
で

起
こ
っ
て
い
た
現
象
も
、
そ
の
基
本
は
や
は
り
、
実
学
的
な
尺
度
か
ら
、
中
学
生
た

ち
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
「
文
学
」
を
再
編
成
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
だ
か
ら
、
正
確
に
い
え
ば
そ
れ
は
「
文
学
嫌
い
」
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
義
の
「
文
学
」
と
狭
義
の
「
文
学
」
と
の
認
識
の
相
違
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
）
。
ち

な
み
に
、
投
書
家
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
福
沢
諭
吉
自
身
は
、
反
儒
教
的
な

立
場
を
貫
い
た
思
想
家
で
あ
る
が
（
丸
山
真
男
に
よ
れ
ば
、
そ
の
一
つ
の
ピ
ー
ク
は
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　

三
＋
年
代
の
こ
と
で
あ
る
）
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
学
生
た
ち
の
素
朴
な
実

学
指
向
‖
経
世
の
志
は
、
実
学
と
儒
教
と
の
分
別
と
い
う
意
識
を
持
た
な
か
っ
た
。

　
私
た
ち
は
、
つ
い
「
投
書
青
年
」
イ
コ
ー
ル
「
文
学
青
年
」
と
安
直
に
結
び
つ
け

が
ち
で
あ
る
（
と
く
に
、
二
十
世
紀
の
側
か
ら
過
去
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
、
そ
う
し
た
傾

向
が
強
い
）
が
、
『
中
学
世
界
』
の
「
青
年
文
壇
」
欄
と
い
う
〈
文
壇
〉
が
認
め
る
と

こ
ろ
の
「
文
学
」
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
お
い
に

注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
中
学
世
界
』
が
「
投
書
雑
誌
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
こ
に
集
っ
た
者
た
ち
が
「
文
学
青
年
」
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
事
実
、
こ

二
五
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メ
リ
ト
ク
ラ
シ
コ

の
「
中
学
‖
世
界
」
に
〈
書
く
こ
と
〉
に
よ
っ
て
参
与
し
て
い
た
青
年
た
ち
は
「
文

学
」
（
い
わ
ゆ
る
軟
文
学
）
を
嫌
悪
さ
え
し
て
い
た
。
先
の
投
書
家
・
浅
香
四
有
三
に

よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
風
流
詩
文
に
親
し
む
者
は
、
「
一
度
逆
境
に
沈
論
す
る
や
、
意
気

沮
喪
、
悲
嘆
絶
望
、
一
願
亦
起
つ
能
は
す
、
悲
歌
に
終
り
、
千
古
に
眠
る
の
醜
態
を

演
す
る
に
至
る
」
し
か
な
い
、
「
古
人
の
糟
粕
を
嘗
め
て
得
々
傲
る
の
痴
漢
」
に
す
ぎ

な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
痴
漢
」
は
、
と
う
て
い
「
真
の
文
学
」
の
担
い
手
と
は

い
え
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　
同
じ
く
日
清
戦
後
期
の
代
表
的
な
投
書
雑
誌
『
文
庫
』
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
い

ま
述
べ
た
よ
う
な
『
中
学
世
界
』
の
反
動
的
傾
向
は
よ
り
ク
リ
ア
に
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
な
る
ほ
ど
『
文
庫
』
に
お
い
て
も
、
「
小
説
を
作
り
、
新
体
詩
を
作
る
、
余

力
あ
り
て
之
を
な
す
は
、
吾
人
之
を
答
め
ず
、
唯
青
年
有
為
の
材
を
抱
い
て
、
有
為

の
日
時
を
含
英
阻
華
の
工
夫
に
費
す
が
如
き
は
、
吾
人
の
興
せ
ざ
る
所
也
」
（
田
岡
嶺

雲
「
孤
憤
危
言
」
、
一
八
九
八
［
明
治
三
一
］
年
三
月
）
で
あ
る
と
か
、
「
吾
人
は
今
の
所

謂
新
進
作
家
に
望
む
も
の
は
、
作
に
あ
ら
ず
、
世
故
に
あ
ら
ず
、
唯
夫
れ
学
識
の
修

養
の
み
に
あ
る
な
り
」
（
齊
藤
潭
影
「
新
進
作
家
」
、
一
八
九
八
［
明
治
三
一
］
年
三
月
）
と

い
っ
た
「
文
学
」
へ
の
苦
言
や
批
判
は
あ
ち
こ
ち
に
散
見
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
毎
号

の
誌
面
す
べ
て
が
投
書
で
埋
め
ら
れ
る
雑
誌
『
文
庫
』
に
と
っ
て
、
「
文
学
趣
味
」
そ

れ
自
体
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
、
自
己
否
定
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
そ
れ
は
と

う
て
い
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
『
文
庫
』
で
は
、
中
学
生
た
ち
に
お
け
る
〈
書
く
こ

と
〉
の
自
明
性
は
ほ
と
ん
ど
疑
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
『
中
学
世
界
』
に
お
け
る
「
文
学
嫌
い
」
の
傾
向
、
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

は
〈
書
く
こ
と
〉
の
目
的
や
血
昼
義
を
め
ぐ
る
自
問
は
、
か
な
り
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
を
、
初
期
『
中
学
世
界
』
か
ら
も
う
い

く
つ
か
拾
っ
て
み
よ
う
。

晴
唐
の
艶
飾
文
辞
、
及
び
仏
教
の
感
化
侵
入
せ
し
よ
り
、
文
学
の
勢
一
変
し
て
軟

弱
繊
麗
と
な
り
、
曇
居
逸
楽
其
良
心
を
し
て
、
極
め
て
浅
薄
な
る
、
最
も
偏
僻
な

る
、
性
情
の
発
作
に
止
ま
ら
し
め
、
一
種
厭
世
的
悲
観
的
の
傾
向
を
生
じ
、
奥
山

に
鳴
く
鹿
の
声
を
聞
き
て
は
、
恋
愛
の
情
に
感
じ
、
立
田
の
川
に
散
り
ゆ
く
紅
葉

を
見
て
は
、
人
性
の
逝
て
還
ら
ざ
る
を
忍
び
、
須
磨
の
浦
風
難
波
の
盧
荻
、
一
と

し
て
涙
痕
悲
哀
の
媒
と
な
ら
ざ
る
な
く
、
花
に
対
し
て
は
泣
き
、
月
に
対
し
て
は

泣
き
、
紅
顔
は
白
骨
を
悲
し
み
、
緑
髪
は
霜
髪
を
歎
し
、
国
民
は
手
を
携
へ
て
涙

の
谷
に
陥
れ
り
。
（
山
川
人
郎
「
随
感
漫
筆
」
、
一
八
九
八
［
明
治
三
一
］
年
一
一
月
、
『
中

学
世
界
』
一
－
七
）

　
こ
こ
に
は
、
和
文
脈
的
な
「
軟
弱
繊
麗
」
な
心
性
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
批
判
あ
る

い
は
嫌
悪
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次
の
引
用
に
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

彼
ら
に
と
っ
て
、
「
大
望
の
猛
志
」
を
有
さ
な
い
同
世
代
の
青
年
の
存
在
そ
れ
自
体
が

許
し
が
た
い
の
だ
。

現
今
の
青
少
年
た
る
も
の
一
般
に
大
望
の
猛
志
な
く
活
大
の
気
力
な
く
只
汲
々
と

し
て
小
事
に
醒
齪
し
不
遇
を
嘆
じ
失
望
落
胆
の
中
に
終
る
も
の
s
如
し
而
し
て
現
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青
少
年
の
希
ふ
所
は
区
々
た
る
私
欲
を
欲
す
る
に
あ
り
難
苦
の
姪
桔
を
免
れ
た
き

に
あ
り
然
る
に
其
欲
す
る
私
欲
を
求
む
る
能
は
ざ
る
と
桂
桔
の
苦
銀
に
囲
る
〉

ハ
マ
ご

結
不
愉
快
の
人
と
な
り
落
胆
の
人
と
な
り
百
千
の
う
ら
み
を
天
に
訴
ふ
る
に

到
る
／
諸
子
よ
乞
ふ
畑
々
た
る
眼
光
を
放
て
古
今
の
英
雄
俊
傑
の
伝
記
を
読
め

（
平
澤
内
記
「
落
胆
す
る
勿
れ
」
、
一
八
九
九
［
明
治
三
二
］
年
七
月
、
『
中
学
世
界
』
二
⊥
六
）

　
「
落
胆
す
る
勿
れ
」
と
い
う
叱
咤
は
、
こ
の
時
期
す
で
に
顕
在
化
し
て
い
た
煩
悶

青
年
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
（
煩
悶
す
る
こ
と
が
「
私
欲
」
の
現
れ
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
）
。
さ
き
ほ
ど
、
志
士
た
ち
の
気
概
を
鼓
舞
し
た
藤
田
東
湖
や

頼
山
陽
ら
の
漢
文
の
価
値
を
力
説
し
た
投
書
を
参
照
し
た
が
（
浅
香
四
有
三
「
文
学
思

想
」
）
、
同
世
代
の
中
学
生
た
ち
に
対
し
て
「
畑
々
た
る
眼
光
を
放
て
古
今
の
英
雄
俊

傑
の
伝
記
を
読
め
」
と
呼
び
か
け
る
こ
の
投
書
者
の
い
ら
だ
ち
も
、
そ
れ
と
同
質
の

問
題
意
識
か
ら
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
二
八
九
三
［
明
治
二
六
］
年
一

月
の
山
路
愛
山
「
頼
裏
を
論
ず
」
に
端
を
発
す
る
、
北
村
透
谷
と
の
「
人
生
相
渉
論
争
」
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
ザ

明
治
三
十
年
代
の
『
中
学
世
界
』
誌
上
で
再
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
え
ば
、
わ
か
り
や
す

い
）
。
要
す
る
に
彼
ら
は
、
お
の
れ
の
行
動
の
指
針
と
し
て
『
日
本
外
史
』
な
ど
に
書

か
れ
た
勇
猛
な
尊
王
志
士
た
ち
の
精
神
を
常
に
参
照
せ
よ
と
訴
え
て
い
る
わ
け
だ
が
、

こ
れ
か
ら
見
て
行
く
よ
う
に
、
こ
う
し
た
思
考
は
、
漢
文
脈
的
な
士
人
的
エ
ト
ス
の

典
型
的
な
発
露
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
『
中
学
世
界
』
投
書
文
が
「
漢
文

書
き
下
し
体
で
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
あ
る
い
は
、
投
書
文
が
「
漢
文
脈
」
の
水
脈

下
に
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
四

　
こ
こ
で
い
う
「
漢
文
脈
」
と
は
、
「
漢
詩
文
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
、
漢
文
調
と
言
わ
れ
る
文
体
も
含
め
る
」
も
の
で
、
「
漢
字
を
使
う
こ
と

は
も
と
よ
り
、
漢
詩
や
故
事
成
語
を
引
い
た
り
、
訓
読
調
の
こ
と
ば
遣
い
を
し
て
み

た
り
す
る
」
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
思
考
や
感
覚
の
型
」
を
身
体
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ピ

す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
包
括
し
た
概
念
で
あ
る
。

　
漢
文
を
読
み
書
き
す
る
行
為
が
公
的
な
素
養
と
し
て
認
識
さ
れ
る
き
っ
か
け
は
、

一
七
九
〇
（
寛
政
二
）
年
、
松
平
定
信
に
よ
る
異
学
の
禁
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
と
き
、

朱
子
学
が
正
統
な
学
問
に
な
り
、
昌
平
坂
学
問
所
が
開
設
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ

で
は
、
中
国
の
官
吏
登
用
試
験
で
あ
る
科
挙
を
参
照
し
た
「
学
問
吟
味
」
お
よ
び
そ

の
初
学
向
け
の
「
素
読
吟
味
」
と
い
う
試
験
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
幕
府
に

よ
る
教
育
1
1
登
用
シ
ス
テ
ム
が
確
立
。
そ
の
後
、
漢
文
を
読
み
書
き
す
る
行
為
が
藩

校
を
通
じ
て
全
国
に
広
ま
っ
た
。
十
人
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ

る
。　

漢
文
素
読
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
考
や
感
覚
の
型
を
形
成
し
た
者
た
ち
が
身
に

つ
け
た
も
の
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
「
士
大
夫
の
思
考
や
感
覚
の
型
」
、
す
な

わ
ち
「
士
人
的
エ
ト
ス
」
で
あ
る
。

寛
政
以
降
の
教
化
政
策
に
よ
っ
て
、
学
問
は
士
族
が
身
を
立
て
る
た
め
に
必
須
の

要
件
と
な
り
ま
し
た
。
政
治
と
の
通
路
は
武
藝
で
は
な
く
学
問
に
よ
つ
て
開
か
れ

た
の
で
す
。
（
中
略
）
も
う
一
つ
、
教
化
の
た
め
の
儒
学
は
ま
ず
修
身
に
始
ま
る
わ

二
七
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け
で
す
が
、
そ
れ
が
治
国
・
平
天
下
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
統
治
へ
の
意
識
と
い
う
こ
と
で
す
．
士
大
夫
の
自
己
認
識

の
重
要
な
側
面
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
武
将
と
そ

の
家
来
た
ち
も
ま
た
、
そ
の
意
識
を
分
か
ち
も
つ
こ
と
で
、
士
と
な
っ
た
の
で
す
。

経
世
の
志
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
（
中
略
）
当
の
学
生
た
ち
に

と
っ
て
み
れ
ば
、
漢
文
で
読
み
書
き
す
る
と
い
う
世
界
が
ま
ず
目
の
前
に
あ
り
、

そ
こ
に
は
日
常
の
言
語
と
は
異
な
る
文
脈
が
あ
っ
た
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
道
理
と
天
下
を
語
る
こ
と
ば
と
し
て
あ
っ
た
の
で
す
。
漢
文
で

読
み
書
き
す
る
こ
と
は
、
道
理
と
天
下
を
背
負
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
の

　
あ
り

で
す
。

　
思
考
と
文
体
と
は
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
。
漢
文
脈
に
拠
っ
て
議
論
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
お
の
ず
と
「
天
下
国
家
に
つ
い
て
議
論
す
る
文
体
」
を
内
面
化
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
°
「
漢
文
こ
そ
が
、
天
下
国
家
を
論
じ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
文
体

で
あ
り
、
そ
れ
が
な
く
て
は
、
天
下
国
家
を
語
る
枠
組
み
自
体
が
提
供
さ
れ
な
か
っ

　
　
　
ヨ

た
か
ら
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
漢
文
の
も
つ
精
神
性
が
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
日
本
全
国
に
広

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
十
九
世
紀
末
（
一
八
九
八
年
）
に
創
刊
さ
れ
た
『
中
学
世
界
』

を
考
察
す
る
本
稿
に
と
っ
て
は
重
要
な
認
識
の
枠
組
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
『
中
学

世
界
』
の
「
青
年
文
壇
」
が
あ
き
ら
か
に
、
十
九
世
紀
的
な
士
大
夫
意
識
の
水
脈
の

う
ち
に
属
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
で
き
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
国
家
の

二
八

要
務
に
あ
た
る
べ
き
者
と
し
て
の
自
意
識
を
も
つ
投
書
青
年
の
立
場
か
ら
は
、
国
家

を
顧
み
な
い
利
己
的
な
立
身
出
世
主
義
者
は
、
国
家
を
顧
み
な
い
文
学
趣
味
の
青
年

と
同
様
に
非
難
の
対
象
と
な
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
「
私
欲
」
に
ま
み
れ
た

「
個
人
主
義
者
」
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
で
、
当
時
の
若
者
の
タ
イ
プ
を
（
あ

る
い
は
、
小
説
の
タ
イ
プ
を
）
立
身
出
世
主
義
に
肯
定
的
か
懐
疑
的
か
の
二
項
対
立
で

捉
え
る
図
式
は
、
有
効
性
を
欠
く
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
比
較
し
て
お
き
た
い
の
が
、
『
中
学
世
界
』
の
創
刊
と
同
じ
年
の
翌

月
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
〇
月
に
、
松
山
か
ら
東
京
に
移
り
、
高
浜
虚
子
の

編
集
で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
で
あ
る
。

　
と
も
に
投
書
雑
誌
と
し
て
明
治
三
十
年
代
に
大
き
な
成
長
を
遂
げ
る
二
誌
で
あ
る

が
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
ほ
う
は
、
職
業
や
年
齢
を
問
わ
な
い
き
わ
め
て
幅
広
い
階
層

の
人
々
が
、
こ
の
あ
と
写
生
文
と
呼
ば
れ
る
言
文
一
致
の
平
易
な
文
体
で
日
常
を
写

す
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
す
。
い
っ
ぽ
う
、
『
中
学
世
界
』

は
、
言
文
一
致
で
は
な
く
、
漢
文
脈
的
な
エ
ト
ス
を
内
面
化
し
た
中
学
生
（
い
う
ま

で
も
な
く
、
最
初
か
ら
女
性
は
排
除
さ
れ
て
い
る
）
と
い
う
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
読
者
と

比
較
す
る
と
か
な
り
均
質
化
さ
れ
た
読
者
・
投
書
者
層
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
、
両
者
は
き
わ
め
て
対
照
的
だ
。
し
か
も
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
四
十
年
前
後
の
日
本
近
代

文
学
に
お
け
る
言
文
一
致
文
体
成
立
の
立
役
者
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
と
、
『
中
学
世
界
』

の
後
身
で
あ
る
『
文
章
世
界
』
が
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
自
然
主
義
文
学
運
動
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
は
、
ま
っ
た
く
対
照
的
な
地
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
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は
か
ら
ず
も
同
じ
地
点
に
逢
着
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
末
に
刊
行

さ
れ
た
『
中
学
世
界
』
は
、
漢
文
脈
の
捧
尾
を
飾
り
つ
つ
、
そ
れ
を
、
言
文
一
致
に

よ
る
新
し
い
自
己
表
現
の
水
脈
へ
と
接
続
す
る
役
割
を
果
た
し
た
雑
誌
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
五

　
『
中
学
世
界
』
が
創
刊
さ
れ
た
翌
々
年
の
明
治
三
十
三
年
満
二
〇
歳
に
な
っ
た
男

子
の
学
歴
別
構
成
を
見
て
み
る
と
、
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
者
の
割
合
が
全
体
の

七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
さ
ら
に
中
学
校
ま
で
卒
業
し
た
者
は
わ
ず
か
○
・
四
パ
ー
セ

　
　
　
　
　
ロ
シ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
当
時
、
彼
ら
が
い
か
に
選
ば
れ
し
者
た
ち
だ
っ
た
の
か
が
了
解

さ
れ
る
。

　
な
お
、
明
治
三
十
二
年
の
「
中
学
校
令
」
改
正
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
中
学
校
ハ

実
業
二
就
カ
ン
ト
欲
シ
又
ハ
高
等
ノ
学
校
二
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ニ
須
要
ナ
ル
教

育
ヲ
為
ス
所
」
は
、
「
中
学
校
ハ
男
子
二
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
育
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目

的
ト
ス
」
と
改
め
ら
れ
、
実
業
（
職
業
）
教
育
は
実
業
学
校
の
役
割
と
さ
れ
、
中
学

校
の
教
育
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
地
の
中
学
校
は
、
中
央
に
優
勝

な
人
材
を
集
め
る
機
関
と
し
て
の
性
格
を
よ
り
一
層
強
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
雑
誌
『
中
学
世
界
』
は
、
時
代
が
生
み
出
し
た
新
し
い
階
層
「
中
学
生
」

に
即
応
す
る
か
た
ち
で
創
刊
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
高
山
樗
牛
に
よ
る
「
創
刊
の
辞
」

を
読
ん
で
み
よ
う
。

今
や
中
等
教
育
は
全
国
に
普
及
し
、
既
に
各
府
県
に
設
け
ら
れ
た
る
公
私
尋
常
中

学
校
の
数
、
殆
ど
二
百
に
達
し
、
就
学
生
徒
亦
八
万
の
上
に
出
づ
。
而
し
て
今
後

年
を
追
う
て
益
々
増
加
せ
む
と
す
。
奎
運
の
隆
盛
、
振
古
未
だ
曾
て
有
ら
ざ
る
所
、

真
に
盛
世
の
余
沢
な
り
。

抑
々
中
等
教
育
は
、
中
等
社
会
以
上
の
国
民
を
養
成
す
る
所
、
国
家
の
盛
衰
、
強

弱
、
一
に
是
に
懸
る
。
路
に
教
育
の
任
に
当
る
も
の
、
各
々
其
力
を
職
責
に
尽
し
、

経
営
多
年
、
教
科
漸
く
完
く
、
制
度
亦
備
は
れ
り
と
錐
ど
も
、
学
校
課
程
以
外
に

於
て
、
生
徒
の
良
師
と
な
り
、
益
友
と
な
る
べ
き
好
雑
誌
無
き
は
、
中
等
教
育
の

為
に
深
く
遺
憾
と
す
べ
き
な
り
。
吾
人
自
ら
計
ら
ず
、
鼓
に
本
誌
を
発
刊
す
る
に

到
り
た
る
は
、
是
欠
陥
を
補
充
せ
む
と
す
る
の
微
衷
に
出
づ
。

夫
れ
中
等
普
通
の
智
識
を
授
け
、
倫
理
修
身
の
道
を
明
に
し
、
以
て
少
年
の
品
性

徳
行
を
陶
冶
す
る
は
、
中
等
教
育
の
要
務
な
り
。
然
れ
ど
も
学
校
授
く
る
所
の
課

程
は
、
尋
常
一
般
の
事
理
を
超
え
ず
。
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
素
よ
り
言

を
挨
た
ず
と
錐
ど
も
、
動
も
す
れ
ば
乾
燥
無
味
に
し
て
、
児
童
の
倦
厭
忌
避
す
る

所
と
な
る
。
是
れ
一
定
の
規
律
、
年
時
に
於
て
す
る
所
の
教
育
に
於
て
、
往
々
已

む
を
得
ざ
る
な
り
。
是
時
に
当
り
、
若
し
教
科
書
の
傍
ら
、
趣
味
と
、
慰
籍
と
、

快
楽
と
、
実
益
と
を
与
へ
、
兼
て
勉
強
切
磋
の
志
操
を
奨
励
す
る
の
好
伴
侶
あ
ら

ば
、
量
少
年
の
幸
福
に
非
ず
や
。
我
『
中
学
世
界
』
は
、
是
の
如
き
好
伴
侶
を
以

て
自
ら
任
ず
る
者
な
り
。
（
高
山
林
次
郎
「
発
刊
の
辞
」
、
　
八
九
八
［
明
治
三
一
］
年

九
月
、
『
中
学
世
界
』
一
ー
一
）

二
九
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ち
な
み
に
、
創
刊
当
時
の
『
中
学
世
界
』
の
誌
面
構
成
は
、
「
中
学
世
界
」
（
「
当
今

名
士
の
有
益
な
る
論
説
」
を
掲
げ
る
）
「
文
界
時
評
」
「
史
伝
地
理
」
「
理
科
算
数
」
「
国

語
漢
文
」
「
英
語
の
栞
」
「
随
筆
雑
纂
」
「
青
年
文
壇
」
「
家
庭
遊
戯
」
「
学
界
彙
報
」
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て
、
こ
れ
は
「
よ
り
文
芸
誌
の
色
彩
の
濃
い
『
文
庫
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

よ
り
も
中
学
校
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
即
し
た
も
の
」
だ
っ
た
。
創
刊
号
に
は

「
本
誌
は
言
政
治
渉
る
も
差
支
な
き
保
讃
あ
る
も
の
な
り
さ
れ
ど
本
来
の
性
質
学
術

雑
誌
な
れ
ば
切
に
其
範
囲
を
守
り
敢
て
埠
外
に
逸
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
期
す
」
と
あ
り
、

本
誌
が
学
術
雑
誌
を
名
乗
り
つ
つ
も
、
実
質
は
、
政
治
（
的
な
）
雑
誌
と
の
境
界
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な

お
、
樗
牛
「
発
刊
の
辞
」
に
見
ら
れ
た
階
層
意
識
は
、
以
下
の
引
用
に
も
顕
著
に
う

か
が
え
よ
う
。
「
中
学
は
普
通
教
育
の
完
成
所
な
り
。
之
を
卒
へ
た
る
学
生
は
専
門
の

知
識
こ
そ
な
け
れ
、
一
個
の
紳
士
と
し
て
社
会
に
立
つ
こ
と
を
得
べ
き
知
徳
を
備
へ

た
る
も
の
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
尋
常
小
学
科
を
卒
へ
た
る
人
は
農
夫
た
り
、
職
工
た

り
、
小
商
人
た
り
、
以
て
社
会
中
等
以
下
の
人
民
た
る
に
適
す
と
せ
ば
、
尋
常
中
学

科
を
卒
へ
た
る
人
は
、
紳
士
と
し
て
方
に
中
等
社
会
を
組
織
す
る
要
素
た
り
、
以
て

国
家
の
要
務
に
当
る
べ
き
も
の
也
」
（
久
津
見
息
忠
「
中
学
生
に
望
む
」
、
一
八
九
九
［
明

治
三
二
］
年
五
月
、
『
中
学
世
界
』
）
。

　
付
け
加
え
て
お
く
と
、
．
『
中
学
世
界
』
創
刊
の
年
は
、
中
学
校
進
学
者
の
う
ち
で
士

族
が
占
め
る
割
合
が
初
め
て
三
分
の
一
を
下
回
っ
た
年
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
裏
返

せ
ば
平
民
、
す
な
わ
ち
農
業
や
商
業
出
身
者
の
し
め
る
比
率
の
上
昇
の
過
程
で
も
あ

つ
た
。
（
中
略
）
中
等
教
育
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
士
族
と
庶
業
の
時
代
は
間
違
い
な

三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
ロ

く
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
。
学
歴
に
よ
る
官
吏
登
用
制
度
の
定
着
と
と

も
に
、
日
本
に
お
け
る
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
の
成
立
が
、
明
治
三
十
年
代
の
こ
と
だ
と

い
わ
れ
る
ひ
と
つ
の
指
標
と
い
え
よ
う
が
、
こ
こ
で
、
初
期
『
中
学
世
界
』
の
投
書

が
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
漢
文
書
き
下
し
体
（
普
通
文
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
ら
た
め

て
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
多
数
が
農
業
・
商
業
出
身
者
か
ら
な
る
中
学
生
た
ち
は
、
「
国

家
の
要
務
に
当
る
べ
き
」
「
紳
士
」
た
る
自
覚
の
も
と
に
、
そ
れ
に
必
要
な
公
式
文
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ

を
内
面
化
し
、
「
中
学
1
1
世
界
」
と
い
う
学
歴
社
会
へ
参
入
し
、
そ
れ
を
運
用
で
き
な

ヘ
　
　
　
へ

い
者
た
ち
と
の
間
で
差
別
化
1
1
卓
越
化
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
福
沢
諭
吉
は
当
初
、
自
国
独
立
の
柱
と
し
て
、
士
族
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
と
い

う
。
た
だ
し
彼
は
、
「
士
族
」
と
は
「
必
ず
し
も
讐
刀
を
帯
し
て
家
禄
を
有
し
た
る
武

家
の
み
」
を
い
う
の
で
は
な
い
と
い
う
。
士
族
と
は
、
福
沢
に
と
っ
て
「
医
者
に
て

も
、
儒
者
に
て
も
、
或
は
町
人
百
姓
に
て
も
、
読
書
武
芸
等
の
一
芸
に
志
し
て
天
下

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ビ

の
事
を
心
頭
に
掛
る
者
」
、
す
な
わ
ち
士
人
的
エ
ト
ス
を
内
面
化
し
た
者
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
。
時
代
は
下
っ
て
明
治
三
十
年
代
。
「
天
下
の
事
を
心
頭
に
掛
る
者
」
は
、

よ
う
や
く
、
士
族
出
身
者
だ
け
で
な
く
農
業
・
商
業
出
身
者
た
ち
に
よ
っ
て
も
構
成

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
家
有
用
の
士
た
る
こ
と
を
自
認
す
る
中
学
生
た
ち
の
自

意
識
が
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
エ
ト
ス
を
み
ず
か
ら
進
ん
で
身
体
化
し
よ
う
と
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
『
中
学
世
界
』
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
、
そ
し
て
「
中
学

生
」
と
い
う
存
在
に
期
待
さ
れ
て
い
た
理
想
像
か
ら
す
る
と
、
は
や
く
も
明
治
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
　

年
代
の
半
ば
、
す
な
わ
ち
二
十
世
紀
初
頭
に
、
立
身
出
世
主
義
に
つ
い
て
懐
疑
し
、
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学
歴
の
階
梯
に
基
づ
く
社
会
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
相
対
化
し
か
ね
な
い
よ
う
な
、

内
面
を
率
直
に
吐
露
し
た
投
書
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
態
は
、
や

は
り
た
い
へ
ん
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
一
例
が
、
本

稿
の
最
初
の
方
に
紹
介
し
た
田
内
壽
月
「
な
つ
か
し
き
故
郷
」
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

彼
ら
の
多
く
は
言
文
一
致
体
を
用
い
て
自
己
の
欝
屈
し
た
内
面
を
表
出
し
よ
う
と
し

た
。
そ
れ
は
、
当
時
「
普
通
文
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
漢
文
書
き
下
し
文
体
で
は
、
内

的
言
語
の
あ
り
の
ま
ま
の
表
出
が
不
自
然
な
も
の
に
思
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

人
は
何
故
に
此
世
へ
生
れ
て
来
る
も
の
だ
ら
う
と
は
随
分
む
つ
か
し
い
問
題
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
マ
マ
ザ

容
易
に
解
釈
す
る
事
は
出
来
難
か
ら
う
。
自
分
は
何
故
此
世
に
生
れ
て
来
た
ら

う
と
は
僕
の
時
々
悩
ま
さ
れ
る
問
題
で
、
容
易
に
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

（
中
略
）
僕
は
何
処
か
人
の
居
な
い
、
遠
い
遠
い
、
深
い
深
い
、
山
の
奥
か
海
の

底
か
へ
行
つ
て
、
泣
い
て
泣
い
て
、
泣
い
て
泣
い
て
、
猶
ほ
泣
い
て
泣
い
て
、
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ぞ

し
て
、
充
分
出
る
だ
け
の
声
で
号
芙
し
て
見
た
い
も
の
だ
と
思
ふ
。
嚥
気
が
さ
つ

ば
り
す
る
事
で
あ
ら
う
に
。
（
大
石
観
一
「
た
は
ご
と
」
、
一
九
〇
一
［
明
治
三
四
］
年

九
月
、
『
中
学
世
界
』
四
⊥
二
）

　
さ
き
に
「
一
個
人
の
利
益
は
則
国
家
の
利
益
な
り
」
と
記
し
た
投
書
家
に
つ
い
て

触
れ
た
が
、
「
国
家
」
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
単
純
化
し
所
有
す
る
こ
と
で
、
み
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

か
ら
「
主
体
‖
臣
民
」
た
ら
ん
と
し
た
彼
ら
に
対
し
、
反
立
身
出
世
型
の
投
書
家
た

ち
に
は
、
「
此
世
」
の
複
雑
さ
に
そ
の
ま
ま
向
か
い
合
お
う
と
す
る
意
思
を
感
じ
る
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
「
軟
弱
」
と
呼
ば
れ
て
し
ま
う
わ
け
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
硬
派
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
直
線
的
な
思
考
よ
り
は
柔
軟
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
身
振

り
も
紋
切
型
を
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
だ
が
（
そ
の
ひ
と
つ
の
飽
和
点
が
「
巌

頭
之
感
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
、
と
も
あ
れ
彼
ら
は
、
わ
が
身
を
惜
し
み

な
く
譲
渡
す
る
だ
け
の
価
値
を
「
此
世
」
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼

ら
に
と
っ
て
「
此
世
」
は
「
容
易
に
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
年
後
、
藤
村
操
は
そ
れ
を
「
不
可
解
」
と
言
い
、
華
厳
の
滝

に
身
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
『
中
学
世
界
』
は
、
い
わ
ゆ
る
文
学
青
年
た
ち
に
よ
る
投
書
雑

誌
へ
と
少
し
ず
つ
変
質
を
遂
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
投
書
家
は
、
お
の
れ

の
内
面
を
「
た
は
ご
と
」
と
卑
小
化
し
、
自
己
を
孤
立
し
た
存
在
と
見
立
て
て
い
る

が
、
こ
こ
か
ら
「
青
年
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
証
と
し
て
の
寂
し
さ
」
を
共
有
す

　
　
　
　
　
ぺ
　

る
文
学
共
同
体
が
成
立
す
る
ま
で
は
、
ほ
ぼ
一
直
線
の
道
程
で
あ
る
。
た
だ
し
、

お
お
か
た
予
想
が
つ
く
よ
う
に
、
こ
う
し
た
「
軟
弱
繊
麗
」
な
投
書
文
に
対
す
る
硬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
も

派
投
書
家
た
ち
か
ら
の
風
当
た
り
は
、
か
な
り
強
硬
な
も
の
で
あ
っ
た
（
そ
も
そ
も
、

こ
の
手
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
数
少
な
い
の
だ
が
）
。
た
だ
し
は
っ
き
り
言
え

る
の
は
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
言
文
一
致
の
文
体
を
用
い
て
自
己
の
真
情
を
表
出
し

よ
う
と
す
る
者
が
け
っ
し
て
途
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
彼
ら
相
互
の
紐
帯
が

堅
固
な
も
の
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
雑
誌
も
ま
た
そ
れ
を
ま
っ
た
く
無
視
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
（
で
き
な
く
な
っ
た
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
関
肇
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
明
治
三
六
年
の
段
階
に
お
い
て
は
、
立
身
出
世
主
義
に
懐
疑
的
な
反
上
昇
志
向
的
な
投

＝
＝



初期『中学世界』における〈文学〉の再編成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宅

書
の
方
が
数
字
の
上
で
上
回
る
と
い
う
）
。

　
　
　
　
　
六

　
『
中
学
世
界
』
「
青
年
文
壇
」
欄
は
、
私
た
ち
が
ご
く
自
然
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う

な
「
文
学
青
年
」
た
ち
同
士
の
親
密
な
作
者
1
1
読
者
土
ハ
同
体
で
も
、
彼
ら
相
互
の
い

さ
ぎ
よ
い
切
磋
琢
磨
の
場
所
で
も
な
か
っ
た
。
個
人
的
な
感
情
の
表
白
を
「
個
人
主

義
」
と
し
て
切
り
捨
て
よ
う
と
す
る
圧
倒
的
多
数
の
声
に
よ
る
抑
圧
の
も
と
で
、
そ

れ
で
も
、
少
な
く
な
い
青
年
た
ち
が
内
面
を
書
き
綴
る
こ
と
で
、
国
家
有
用
の
士
で

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

あ
る
こ
と
以
外
の
自
己
存
在
の
あ
り
よ
う
を
確
認
し
よ
う
と
試
み
続
け
た
場
で
あ
つ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
代
半
ば
の
『
中
学
世
界
』
と
は
、
い
わ

ば
、
漢
文
脈
（
普
通
文
）
と
言
文
一
致
体
と
の
葛
藤
体
と
し
て
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、

そ
の
葛
藤
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
と
、
そ
の
地
平
の
彼
方
に
文
学
志
向
の
青
年
た
ち

が
結
集
す
る
『
文
章
世
界
』
と
い
う
新
た
な
舞
台
が
派
生
し
て
く
る
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

　　 A21）　 ）
［
注
］十

川
信
介
「
「
自
然
」
の
変
貌
－
明
治
三
十
五
年
前
後
ー
」
　
（
一
九
八
六
年
八
月
、
『
文
学
』
）

竹
内
洋
は
、
明
治
三
十
年
以
前
の
苦
学
と
以
後
の
苦
学
と
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
明
治
三
〇
年
代
に
士
族
以
外
の
貧
し
い
階
層
に
上
京
遊
学
熱

が
ひ
ろ
が
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
し
の
上
京
苦
学
が
大
量
現
象
と
し
て
生
じ
る
。
つ
ま
り
こ
の

間
に
苦
学
の
大
量
現
象
化
と
い
う
量
的
変
化
と
、
　
「
庇
護
型
」
苦
学
か
ら
「
裸
一
貫
型
」
苦
学

（
3
）

（
4
）

A　A65）　 ）
（　（87））

（
9
）

（
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

へ
の
質
的
変
化
が
あ
っ
た
」
　
（
『
立
志
・
苦
学
・
出
世
ー
受
験
生
の
社
会
史
』
、
一
九
九
一
年

二
月
、
講
談
社
現
代
新
書
）
。

井
上
哲
次
郎
著
・
中
村
正
直
閲
『
勅
語
術
義
目
（
一
八
九
一
［
明
治
二
四
］
年
九
月
）
は
、
「
文

部
省
検
定
済
　
師
範
学
校
中
学
校
教
科
用
書
」
と
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
教
育
現
場
で
使
用

さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
教
育
勅
語
」
の
公
定
解
説
書
で
あ
る
。
な
お
、
福
沢
と
井
上
の
「
一
身
ー

一
家
ー
一
国
」
を
め
ぐ
る
認
識
の
相
違
は
、
関
口
す
み
子
『
国
民
道
徳
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
　
福
沢

諭
吉
・
井
上
哲
次
郎
・
和
辻
哲
郎
』
　
（
二
〇
〇
七
年
四
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
に
詳
し
い
。

「
明
治
立
身
出
世
主
義
の
系
譜
ー
『
西
国
立
志
編
一
か
ら
『
帰
省
』
ま
で
」
　
（
『
近
代
読
者
の

成
立
』
、
一
九
七
三
年
一
一
貝
有
精
堂
）

『
立
志
・
苦
学
・
出
世
L
受
験
生
の
社
会
史
』
　
（
注
2
参
照
）

「
『
記
事
論
説
文
例
』
］
銅
版
作
文
書
の
誕
生
」
　
「
作
文
す
る
少
年
た
ち
ー
『
穎
才
新
誌
』

創
刊
の
こ
ろ
ー
」
　
（
『
漢
文
脈
の
近
代
』
、
二
〇
〇
五
年
二
月
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
。
な

お
、
明
治
期
に
お
け
る
作
文
教
育
の
思
潮
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
忠
男
「
論
争
の
場
と
し

て
の
少
年
雑
誌
ー
『
穎
才
新
誌
』
の
担
っ
た
役
割
」
　
（
『
権
利
と
し
て
の
教
育
』
、
一
九
六
八

年
五
月
、
筑
摩
書
房
）
も
参
照
。

『
明
治
初
期
の
文
学
思
想
』
上
巻
（
一
九
六
五
年
三
月
、
春
秋
社
）

明
治
二
十
～
三
十
年
代
に
お
け
る
、
言
語
芸
術
と
し
て
の
「
文
学
」
概
念
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』
　
（
一
九
九
八
年
一
〇
月
、
作
品
社
）
を
参
照
。

丸
山
真
男
「
福
沢
払
型
口
の
儒
教
批
判
」
　
（
『
戦
中
と
戦
後
の
間
』
、
一
九
七
六
年
一
一
月
、
み

す
ず
書
房
）

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
民
友
社
に
よ
る
頼
山
陽
の
再
評
価
が
行
な
わ
れ
て
い
る
（
森
田
思
軒
著
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徳
富
蘇
峰
・
山
路
愛
山
校
定
『
頼
山
陽
及
其
時
代
』
、
一
八
九
八
［
明
治
三
＝
年
五
月
、
民

友
社
）
。
こ
の
出
版
の
同
時
代
的
な
意
義
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
希
史
『
漢
文
脈
と
日
本
近
代
　
も

う
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
の
世
界
』
（
二
〇
〇
七
年
二
月
、
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、

明
治
二
十
年
代
に
誕
生
し
た
「
新
日
本
之
青
年
」
　
（
徳
富
蘇
峰
）
と
、
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
中

学
生
投
書
家
た
ち
と
の
連
続
と
断
続
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

齋
藤
希
史
『
漢
文
脈
と
日
本
近
代
　
も
う
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
の
世
界
』
　
（
注
1
0
参
照
）

注
1
1
と
同
じ
。

注
1
1
と
同
じ
。

天
野
郁
夫
『
学
歴
の
社
会
史
』
　
（
二
〇
〇
五
年
一
月
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

紅
野
謙
介
「
『
中
学
世
界
』
か
ら
『
文
章
世
界
』
へ
」
　
（
『
投
機
と
し
て
の
文
学
　
活
字
・
懸

賞
・
メ
デ
ィ
ア
』
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
新
曜
社
）

明
治
十
六
年
の
新
聞
紙
条
例
に
よ
り
、
政
治
に
関
す
る
記
事
を
載
せ
る
こ
と
の
で
き
る
定
期
刊

行
物
を
発
行
す
る
場
合
、
保
証
金
（
東
京
で
は
千
円
）
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ち

な
み
に
、
『
中
学
世
界
』
創
刊
と
同
年
の
『
文
庫
』
に
は
「
本
誌
は
、
出
版
法
に
拠
り
て
発
行

す
る
文
学
雑
誌
」
と
い
う
自
己
規
定
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
「
記
事
政
治
に
渉
る
も
の
、
若
く
は

風
俗
を
壊
乱
す
る
の
恐
あ
る
も
の
は
、
一
切
排
斥
す
」
と
あ
る
（
「
寄
稿
規
則
」
）
。

注
1
4
と
同
じ
。

『
分
権
±
巴
　
　
（
一
八
七
七
［
明
治
一
〇
］
年
一
一
月
）

「
懐
疑
の
時
代
」
　
（
田
山
花
袋
「
文
界
時
評
」
、
一
八
九
九
［
明
治
三
二
］
年
一
二
月
、
『
中

学
世
界
』
ニ
ー
二
八
）
と
い
う
認
識
は
、
早
く
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
、
そ
れ
を

こ
の
雑
誌
が
肯
定
的
に
扱
う
の
か
否
定
的
に
扱
う
の
か
、
で
あ
る
。

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

飯
田
祐
子
「
彼
ら
の
独
歩
ー
『
文
章
世
界
』
に
お
け
る
「
寂
し
さ
」
の
禰
漫
」
　
（
一
九
九
八

年
一
〇
月
、
　
『
日
本
近
代
文
学
』
）

「
壮
士
」
た
ち
に
よ
る
悲
憤
慷
慨
型
の
漢
文
脈
、
お
よ
び
文
学
愛
好
家
た
ち
の
「
小
説
」
、
こ

の
両
者
を
め
ぐ
っ
て
の
態
度
の
偏
差
に
よ
っ
て
、
明
治
二
十
年
代
の
青
年
た
ち
内
部
で
の
差
異

化
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
木
村
直
恵
『
〈
青
年
〉
の
誕
生
　
明
治
日
本
に
お
け
る
政

治
的
実
践
の
転
換
』
　
（
一
九
九
八
年
二
月
、
新
曜
社
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
明
治
二
十
年
代
半

ば
に
非
政
治
化
し
た
若
者
た
ち
と
、
国
家
有
用
の
士
と
し
て
の
自
意
識
を
過
剰
な
ま
で
に
保
持

し
た
明
治
三
十
年
代
の
中
学
生
と
の
間
の
連
続
・
断
続
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ

る
。

「
〈
立
志
〉
言
説
の
変
容
ー
国
木
田
独
歩
「
非
凡
な
る
凡
人
」
の
受
容
空
間
」
　
（
『
新
聞
小
説

の
時
代
　
メ
デ
ィ
ア
・
読
者
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
』
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
新
曜
社
）

［
付
記
］

本
稿
は
、
日
本
近
代
文
学
会
東
海
支
部
第
三
十
五
回
研
究
会
（
二
〇
〇
九
年
六
月
六
日
、

南
山
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
「
「
文
章
1
1
世
界
」
を
生
き
る
中
学
生
た
ち
1
明
治
三
十
年

代
の
〈
書
く
こ
と
〉
を
め
ぐ
る
情
況
ー
」
の
一
部
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
三


